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【主な研究成果】
Si添加量の異なるAl-Si-Mg合金に均質化処理と圧延加工を施し、T6処理条件下での時効硬化挙動及び、ミクロ組織の変化を調査した。鋳造材に時効処理を施した場合には、材料の場所ごとで、観察されるミクロ組織が異なり、全体的に不均一な析出物の分布をしていたが、均質化処理および圧延加工を施す事で、その不均一さが緩和された。観察される析出相を高分解能TEMにより観察し同定を行った。その結果、Al-Mg-Si系合金で観察される中間相が観察された。また、Si添加量が増加するにつれて、時効処理での最高硬さに到達する時間が短縮され、最高硬さの値も増加する結果となった。ミクロ組織の観察でもSi添加量の増加に伴い、析出物の数密度が増加する傾向が見られた。


【今後の展望】
今回は、均質化処理に加えて、圧延加工も行い、各合金組成での典型的なミクロ組織を調査することを行った。今後は、圧延加工をなくし、均質化処理・溶体化処理のみを施してミクロ組織を調査する。
実用製品では、均質化処理・溶体化処理を施して時効処理をする工程が採用されており、実製品中のミクロ組織の変化を調査することができると考えられる。

【具体的な成果】
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